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商
法
の

貸
借
対
照

表
規
定
と

支
払
不

能
破
産
原
因

-
貸
借
対

照

表
法
に

於
け

る

債
権
者
保
護
問
題
へ

の

第
三

歩
･

完

-

( 1 ) 商法 の 貸借対 照 表規定 と 支払不 能破 産廉 因

一

序

商
法
の

貸
借
対

照

表
規
定
に

於
け
る

債
権
者
保
護
の

問
題
に

つ

(

1
)

い

て
､

私
ほ
､

こ

れ

ま
で

の

二

つ

の

論
文
で
､

次
の

点

を

明

ら
か

に

し
て

き

た
｡

第
一

に
､

貸
借
対

照
表
(

評
価
･

能
力
)

規
定
は

元

来
ド

イ
ツ

系
商
法
に

特
有
の

も
の

で

あ

り
､

し

か

も

当

初
そ

の

内
容
は
､

〝

換
価
価
値
の

有
る

財
産
だ

け
を

そ

の

価

値
に

ょ
っ

て

計

上

す

る
″

と

云

う
非
常
に

厳
格
な

も
の

で

あ
っ

た
｡

そ

し
て

か

か

る

現

象
は
､

ド

イ

ツ

の

破

産
法
に

伝
統
的
な

債
務
超
過

破
産
原
因
に

起

因
す
る
｡

即

ち
､

債
権
者
に

開
示
さ

れ

る
ぺ

き

年
次

貸
借
対

照

表

を

以
て
､

債
務
超
過
の

制
度
的
な

判
定
手

段
た

ら

し
め

よ

う
と

し

安

藤

英

義

た

結
果
が
､

こ

の

厳
格
な

内

容
の

貸
借
対

照

表

(

評
価
･

能
力
)

規
定
で

あ
る
｡

第
二

に
､

当

初
の

こ

の

よ

う
な

厳
格
な

規
定

は

や

が

て

軟
化

し

は

じ

め
､

固
定

資
産
に

つ

い

て

換
価
価
値
に

ょ

ら

ず
原
価
差
引

減

価
に

よ

る

評
価
が

許
容
さ

れ

る

よ

う
に

な

り
､

ま

た

社

債
発
行

差

金

等
の

換
価
価
値
を

持
た

な
い

項
目
の

貸
借
対

照

表
(

借
方
)

計

上
が

許
容
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

そ

し
て
､

貸
借
対

照

表
規
定

の

か

か

る

軟
化

現

象
は
､

債
務
超
過

破

産
原
因
の

後
退
に

そ

の

要

因
が

あ

る
｡

即
ち
､

固
定
資
産
の

占
め
る

割
合
が

大
き
い

現

代
の

株
式
会

社
に

対

し

債
務
超
過

を

以
て

破

産
と

す
る

こ

と
の

妥
当

性

へ

の

疑
問
か

ら
､

債
務
超
過

破
産
原
因
が

後
退

し
､

そ

の

結
果
､

貸
借
対

照
表

規
定
の

か

か

る

軟
化

が

可

能
で

あ
っ

た

の

で

あ

る
｡

磁
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第
三

に
､

か

く

後
退
し
た

債
務
超
過
に

代
っ

て
､

今
日

で

ほ

支

払
不

能
が

株
式
会

社
の

破

産
原
因
の

主
役
と

な
っ

て

い

る
｡

さ

れ

ば
､

債
務

超
過

破

産
原
因
の

後
退
は

決
し
て

債
権
者
保
護
思
考
の

後
退
を

意
味
し

な
い
｡

貸
借
対

照

表

規
定
に

於
け
る

債
権
者
保
護

の

基
本
思

考
を

成

す

破

産
原
因
の

考
え

方
に

変
化
が

あ
っ

た

の

で

あ

る
｡

従
っ

て
､

貸
借
対

照
表

規
定
の

軟
化
は
､

田

中

新
太

郎
博

士
が

所
謂
｢

妥
協
の

論
理
+

で

説
く
よ

う
な
､

債
権

者
保
護
=

財

産
表
示
が

(

抹
主

保
護
=

損
益

計
算
に
)

妥
協
或
い

は

譲
歩
し
た

結
果
で

あ

る
､

と

云

う
の

は

早

計
で

あ

る
｡

以

上
が
､

私
の

こ

れ

ま
で

明

ら
か

に

し

て

き

た

所
で

あ
る
｡

そ

こ

で

こ

の

小

論
で

は
､

残
さ

れ

た

次
の

間
題
を

扱
う
｡

今
日

の

商
法
の

貸
借
対

照
表

規
定

は
､

支

払
不

能
破

産
原

因
の

下
で

合
理

的
で

あ
る

か
｡

換
言
す

れ

ば
､

支

払

不

能

破

産

原

因

は
､

必

要
な

影
響
を

今
日

の

貸
借
対

照

表
規
定
に

及

ぼ

し
て

い

る

か
｡

も

し
こ

の

答
え

が

肯
定

的
で

あ
れ

ば
､

田

中
博
士
の

｢

妥
協
の

論
理
+

に

代
る

新
し
い

理

論
が

得
ら

れ

る

こ

と

に

な
る
｡

(

1
)

拙
稿

｢

商
法
の

貸
借

対

照
表

規

定

と

破

産

漁
と

の

関

連

-
貸

借
対

照

表

法
に

於

け
る

債

権

者
保

護

問
題
へ

の

第
一

歩

-
+

(

一

橋
論
叢
､

昭

和
五

〇

年
六

月

号

所

載
)
､

及
び

｢

商
法

貸

借
対

照

表
■

規
定
の

軟
化
と

そ
の

要
因

1
-
貸
借
対

照

表
法
に

放
け
る

債
権

者

保

細
ィ

⊥

護

問
題
へ

の

第
二

歩

-
+

(

一

橋
静
養
､

昭

和
五
一

年
七

月

号

所

載
)

〓

今
日

の

破

産
原
因
の

主

役
と

し
て

の

支
払
不

能
及
び

そ

の

特
徴

支
払

不

能
の

意
味
､

及

び

支
払

不

能
が

今
日

の

株
式
会
社
の

破

虐
原
因
の

主

役
で

あ

る

と

宇
っ

こ

と
に

つ

い

て

は
､

既

に

こ

れ

迄

の

二

つ

の

論
文
に

於
て
､

相

当
程
度
述
べ

て

き
た

が
､

次

節
以

下

の

論
述
の

前
提
と

し
て
､

こ

こ

で

は

再

論
を

恐

れ

ず
､

こ

れ

ら
の

こ

と

を

整
理
し

て

お

く
｡

我

国
の

現

行
破

産
法

(

大
正

二

年
制
定
)

は
､

破

産
手

続
を

開
始
し

得
べ

き

(

債
務
者
の
)

状
態
即

ち

所
謂
破

産
原

因
を

定

め

て

い

る
｡

そ

れ

に

ょ

れ

ば
､

ま

ず
支
払
不

能
を

以
て
一

般
的
な

破

産
原

因
と

し

(

第
一

二

六

条
第
一

項
)

､

支
払

停
止

を

以

て

支
払

不

能
の

一

証

憑
と

す

る

(

同
条

第
二

項
)

｡

次

で
､

債
務
超
過

を

以

て

(

株
式
会
社

等
の
)

法
人
に

対

す
る

特
別
な

破

産
原
因
と

す

る

(

第
一

二

七

桑

野
一

項
)

｡

従
っ

て
､

破

産
法
上

は
､

株

式

会

社
の

破

産
原

因
は
､

支

払
不

能
と

債
務

超
過
の

二

つ

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
は
､

(

西
)

ド

イ

ツ

の

現

行

破

産

法
(

只
○

ロ

打

弓
∽

○

邑
n

G

ロ

g

蛸

.
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( 3 ) 商法 の 貸借対 照表規定 と 支 払不能破 産庶 因

一

八

九

八

年
制
定
)

に

於
て

も

同

様
で

あ

る

(

第
一

〇
二

条
､

第

二

〇

七

条
)

｡

ド

イ

ツ

で

は
､

嘗
て

債
務
超
過

が

唯
一

の

破
産
原
因
で

あ
っ

た

が
､

後
に

プ

ラ

ン

ス

汝
の

影

響
を

受
け
て
､

一

般
的

破
産
原

因
に

続
い

て

株
式
会
社
の

破
産
原
因
に

つ

い

て

も
､

そ

の

主

役
は
､

債

務

超
過
(

亡

訂
【

胃
F

已
d

亡

口

巴

か

ら

次

第
に

支
払
不

能
(

Z
p

E

昌
g

甲

呂
琵
F

有
村

各
)

へ

と

移
行

し

た
｡

そ

の

こ

と

は
､

商

法
(

株
式

法
)

の

中
の

破
産
関

係
条
文
に

於
て
､

債
務

超
過
に

先

立
っ

て

支

払

不

能
が

言
及

さ

れ

る
.
よ

う
に

な
っ

た

こ

と

等
に

現

わ

れ

て

い

る
｡

(

酉
)

ド

イ

ツ

の

現

行

株
式

法

(

一

九
六

五

年
制
定
)

の

次
の

条

ヽ

ヽ

ヽ

文
は
､

こ

の

こ

と

を

如
実
に

勧
請
っ

て

い

る
｡

｢

会
社
が

支

払
不

ヽ

能
と

な

り

た

る

時
は
､

取
締
役
ほ

遅

滞
な

く
…

…

破

産
手

続
又

は

裁
判
上
の

和
議
手

続
の

周
姶
を

申
立

て

ね
ば

な

ら
な

い
｡

こ

れ

は
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

､

､

､

会
社
の

財
産
が

も
は

や

債
務
を

填
補
し

な
い

場
合
に

準
用
さ

れ

る
｡

…
…
+

(

第
九
二

条
第
二

項
､

傍
点

-
安
藤
)

同

様
の

こ

と

は
､

我

国
の

現

行
商
法
に

於
て

も

見
ら

れ

る
｡

｢

会
社

ノ

現

況
共

ノ

他

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ノ

事
情
二

依
り

支
払
不

能
又
ハ

債
務
超
過
二

陥
ル

ノ

虞
ア

リ

ト

認

ム

ル

ト

キ
ハ

裁

判
所
ハ

取

締
役
､

監

査

役
､

…
‥

∴
及
び
一

定
の

条
件
を

備
え

た

株
主

及

び

債
権
者

1
安
藤
)

…

…
ノ

申
立
ニ

ヨ

ヽ

ヽ

ヽ

り

会
社
二

対
シ

整
理
′

開
始
ヲ

命
ズ

ル

ユ

ト

ヲ

得
会
社
二

浸
払
不

能
又
ハ

債
務
超
過
ノ

疑
ア

リ

ト

認
ム

ル

ト

キ

亦

同

ジ
+

(

第
三

八

一

条
第
一

項
､

傍
点

-
安
藤
)

か

か

る

商
法
･

株
式

法
上
の

現

象
は
､

実
際
に

於
け
る

債
務
超

過

破

産
の

稀
少
性
を

反

映

し
た

も
の

と

思
わ

れ

る
｡

債
務

超
過
を

原
因
と

す
る

破

産
が

極
め

て

稀
で
､

殆
ん

ど

が

支

払
不

能
を

原
因

と

す
る

破

産
で

あ

る

こ

と

は
､

あ

の

膨
大

な

『

判
例
体

系
』

(

第

一

法
規
出
版
株
式
会
社
)

の

中
の

破

産
法

判
例
に

於
て
､

支
払
不

能
(

第
一

二

六

条
)

に

関
し
て

は

ほ

ぼ
一

〇

〇

頁
が

充
て

ら
れ

て

い

る

の

に

対

し
て
､

債
務
超

準
(

第
一

二

七

条
)

に

関
し
て

は

僅

(

2
)

か

に

四

頁
が

充
て

ら
れ

て

い

る

に

過

ぎ

な
い

こ

と

か

ら

明
ら
か

で

あ

る
｡

ド

イ

ツ

で

も

同

様
な

事
態
で

あ

る

こ

と
は
､

斯
国
の

権
威

あ
る

破

産
法
コ

ン

メ

ン

タ

ー

ル

に

於
て
､

｢

債
務
超
過
の

格
別

の

調

査

及
び

確
定

と

云

う
こ

と

が

問
題
に

な

る

の

は
､

実
際
に

は

稀

､

,

,

､

,

､

,

､

､

,

(

3
)

な

場
合
に

限
ら

れ

て

い

る
｡

+

(

傍
点

1
安
藤
)

と
云

わ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

窺
わ

れ

る
｡

所
で
､

支
払
不

能
と

は
､

｢

債
務

者
の

弁
済
能
力

の

継
続
的
欠

映
の

た

め
､

即

時
に

弁
済
す
べ

き

債
務
を
一

般
的
に

弁
済
す
る

こ

(

4
)

と

の

で

き

な
い

財
産
状

態
+
､

換
言
す
れ

ば

｢

債
務

者

が

金

銭
を

有
せ

ず
且
つ

近

く
こ

れ

を

調

達
し

得
る

見
込
み

な

く
､

こ

れ

が

た

め

に

既
に

履
行
期
に

あ

り

且

つ

請
求

を

受
け
つ

つ

あ

る

(

金

銭
)

脚
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(

5
)

債
務
.
の

全
部
も

し

く

は

重

要
な

部
分
を

履
行

し

得
な
い

状
態
+

を

云

う
｡

尚
､

｢

支
払
不

能
な

る

こ

と

を

外

部
に

表
示

す

る

債
務
者

(

6
)

の

行
為
な
い

し

挙

動
+

を

支

払
停
止
と

云
い
､

支
払
停
止
が

あ

れ

ば
､

既

述
の

如
く
､

そ

の

債
務
者
の

支

払
不

能
が

推
定
さ

れ

る
｡

こ

れ

に

対
し

て
､

債
務
超
過
と

は
､

｢

債
務
者
の

財
産
を

も
っ

て

債
務
を

完
済
す
る

こ

と

が

で

き

な
い

こ

と
､

い

い

か

え

る

と
､

消

(

7
)

極
財
産
(

負
債
)

が

積
極
財
産
(

資
産
)

を

1

超

そ
状
態
を

云

>

フ
○

か

く
し

て
､

破

産
原
因
と

し

て

の

支
払
不

能
と

債
務
超
過
の

根

本
的
な

違
い

は
､

､
次
の

二

点

で

あ

る
｡

一

は
､

弁
済
能
力
の

範
囲

の

速
い

で

あ

り
､

債
務
超
過
で

ほ

専
ら

現

有
財
産
に

よ

る

弁

済
能

力

が

問
題
と

な

る

の

に

対

し
､

支
払
不

能
で

は
､

現

有
財
産
以

外

に

借
用
･

労
力
な
い

し

技
能
を

も

併
せ

た

弁
済
能
力
が

問
題
と

な

る
｡

即
ち
､

支
払
不

能
で

ほ
､

｢

財
産
が

少
く

と

も
､

他

人

の

信

用
を

う
け
､

自
分
の

労
力
や

才
幹
を

働
か

せ

ば
､

弁
済
能
力
に

事

(

さ
)

欠
か

な
い
+

こ

と

が

可

能
で

あ

る
｡

二

ほ
､

弁
済
す
べ

き

債
務
の

範
囲
の

速
い

で

あ

り
､

債
務
超
過
で

は
､

支

払
期
限
が

到
来
し
て

い

る

か

香
か

を

問
わ

ず
そ

の

時
点
に

存
在
す
る

全

債
務
が

問
題
と

な

る

の

に

対
し

て
､

支
払
不

能
で

は
､

少

な

く

と

も

支

払

期
限
が

到
来
し
て

い

■
る

債
務
だ

け
が

問
題
と

な

る
｡

(

2
)

■
判
例
体

系
4 5

(

Ⅳ
)

-
民

訴
特
別

法

Ⅱ

-
､

一

二
七

真

顔

～
】

三
五

頁
､

一

…
七

頁

ユ
ニ

二

〇

頁
｡

尚
､

後
者
の

四

頁

J

に

於
て

も
､

存
立

中
の

会

社
に

つ

い

て

は
､

債
務

超
過
を

唯
一

の

原

因

と

す

る

破

産
判

例
は

見
か

け

な
い

｡

(

3
)

甘
e

g
①

J

只
｡

ロ

打

宍
筈
r

臣
日
野

∞
.

A

邑
.

こ
Ⅰ
.

H

岩
.

.

申
0

ユ

訂

一

九
七

三

年
､

七

〇
三

頁
｡

(

4
)

中
田

淳
一

､

破

産

法
･

和
議
法
､

有

斐
闇
､

昭

和
三

四

年
､

三

八
頁
｡

(

5
)

我

妻
･

横
田
･

宮

沢

拐
､

法

律
学
小

辞
典
､

岩
波

書

店
､

昭

和

一

二

年
､

四

八

九

頁
｡

(

6
)

中
田
､

前
掲
書
､

四

〇

頁
｡

(

7
)

中

田
､

前
掲
書
､

四
二

頁
｡

警
竪
瞥
ぎ

･

主∵
坤

r

小

.
や

.

†
一

-

ヰ
わ

ー

↑
捕

一

▼

r

(

8
)

中

田
､

前
掲

書
､

三

八

頁
｡

三

支

払
不

能
破

産
原

因
の

下
に

於
け
る

貸
借
対

照

表
の

内
容
の

推
理

こ

の

シ

リ

ー

ズ

の

最
初
の

論
文
(

｢

第
一

ぞ
)

で

明

ら
か

に

し

た

通
り
､

債
務
超
過

破
産
原
因
は
､

貸
借
対

照

表
制
度
と

結
び

付

き
､

や

が

て

嘗
て

の

ド

イ

ツ

及

び

日

本
の

商
法
に

於
て

〝

換
価
価

値
の

有
る

財
産
だ

け

を

そ

の

価
値
に

ょ
っ

て

計
上

す
る
〟

と

云

う

主

旨
の

原

則
を

も

た

ら

し
た
｡

そ

れ

で

は
､

支

払
不

能
破

産
原

因

が

貸
借
対

照

表
制
度
と

結
び

付
く

ど

す
れ

ば
､

そ

の

場
合
ど
の

よ

や

†
叶

叫

浄
､

り

L

粁

◆

鶉

∴
ポ



一

叫
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｡

､

▼

､

ド

ぷ
7
く

｡

｡

一

■メ

一
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( 5 ) 商法 の 貸借対 照 表規定 と 支 払 不 能 破産原 因

う
な

内

容
の

貸
借
対

照

表
が

考
え

ら
れ

る

で

あ

ろ

う
か
｡

債
務

超
過
の

有
無
が

嘗
て

貸
借
対

照

表
で

判
定
で

き

た

の

と

同

様
に
､

そ

れ

に

ょ
っ

て

支
払

不

能
で

あ
る

か

香
か

が

判
定
で

き
る

よ

う
な

貸
借
対

照

表
が
､

ま

ず
考
え

ら
れ

る

か

も

し

れ

な
い
｡

も

し

そ

の

よ

う

な

貸
借
■
対

照

表
を

作
る

と

す

れ

ば
､

そ

こ

で

ほ
､

支

払

期
限
が

到

来
し

(

且

つ

債
務
者
が

履
行
の

請
求
を

し
)

て

い

る

債
務
の

額
と
､

財
産
の

他
に

信
用
等
を

も

考
慮

し

た

弁
済
能
力
と

を

比

較
し
な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

そ

の

場
合
､

現

有

財
産
は

換
価

価
値
で

評
価

す
る

と

し
て
､

問
題
は

信
用
等
の

評
価
で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

ら
に

つ

い

て

は
､

債
務

者
の

信
用
等
の

カ
に

ょ

り

そ
の

時

点

で

借
金

な
い

し

集
金
で

き

る

金

額
が

記
載
さ

れ

る
ぺ

き
で

あ

ろ

う

が
､

問
題
は
､

そ

の

金

額
の

客
観
性
で

あ
る
｡

債
務
者
の

職
業
や

社

会
的
■
地

位
だ

け
で

こ

れ

が

決
定

で

き
る

の

で

あ

れ

ば

ま

だ

し

も
､

債
務
者
の

個
人

的

な

人

間
関
係
を

も

考
慮
す

る

と

な

る

と
､

.
そ

れ

は

多
く
の

場
合

債
務
者
白
身
に

し
か

わ

か

ら

な

い

こ

と
で

あ

り
､

.

さ

れ

ば

金

額
の

客
観
性
な

ど

完
全
に

御
手
上

げ
で

あ

る
｡

確
か

に
､

財
産
の

換
価
価
借
評
価
に

於
て

も

そ

の

客
観
性
に

問
題
が

な
い

わ

け

で

は

な
い

が
､

し
か

し
､

そ

れ

と
こ

れ

と

は

全
く
比

較
に

な

ら

な
い
｡

所
で
､

評
価
に

つ

い

て

或
る

寒

度
の

客
観
性
の

保
証

も

な

い

よ

う
な

貸
借
対

頗

表
を
､

支
払
不

能
の

有
無
の

制
度
的
な

判
定

手

段
と

す

る

わ

け
に

は

行
か

な
い
｡

か

く

し
て
､

支
払
不

能
で

あ

る

か

香
か

を

判
定
で

き
る

よ

う
な

貸
借
対

照
表
は
､

制
度
的

に

は

不

可
能
で

あ

る

と

云

う
こ

と

に

な

る
｡

支

払
不

能
の

有
無
を

判
定

す
る

為
の

貸
借
対

照

表
が

無
理
で

あ

ヽ

ヽ

る

と

な

る

と
､

次

に

は
､

支
払
不

能
に

陥

る

危
険
の

有
無
(

程

度
)

を

判

定

す
る

為
の

貸
借
対

照

表
が

ぞ
見

ら

れ

る
｡

勿
論
､

支

払

不

能
の

有
無
が

判
定
で

き

る

貸
借
対

照

表
が

可
能
で

あ
っ

た

な

ヽ

ヽ

ら

ば
､

そ

れ

ほ
､

そ

の

ま

ま

支

払

不

能
の

危
険
の

有
無
(

程
度
)

の

判
定
に

も

使
え
た

は

ず
で

あ

る
｡

し
か

し
､

支

払
不

能
の

有
無

ヽ

ヽ

の

判
定

に

は

使
え

な

く
て

も
､

そ

の

危
険
の

有
無
の

判
定
に

役
立

つ

よ

う
な

貸
借
対

照

表
を

考
え

る

こ

と

は

可

能
で

あ

る
｡

そ

の

場
合
の

貸
借
対

照

表
で

比

較
さ

る
べ

き

債
務
と

そ

れ

に

対

す
る

弁

済
能
力
の

記
載
範
囲
は
､

次
の

よ

う
に

考
え

ら
れ

る
｡

ま

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ず
債
務
に

つ

い

て

は
､

支

払

不

能
に

陥
る

危
険
の

有
無
の

判
定
と

云

う
こ

と
か

ら
､

既
に

弁
済

期
に

あ

る

債
務
だ

け

で

は
､

範
囲
が

狭
す
ぎ

る

で

あ

ろ

う
が
､

し
か

し

ま
た
､

債
務
超
過
の

有

無
の

判

定
の

時
の

よ

う
に

全
債
務
ま

で

記

載
し
た

の

で

は
､

範
囲

が

広
す

ぎ
る

で

あ

ろ

う
｡

従
っ

て
､

債
務
に

つ

い

て

は
､

全

債
務
よ

り

は

狭
く
､

弁
済
期
に

あ

る

債
務
よ

り

は

広
い

範
囲
が
､

比

較
対

象
と

9

し
て

選
ば

れ

る

こ

と
に

な
る

で

あ

ろ

う
｡

こ

れ
に

対

t
て
､

も

う

β



一 橋論叢 弟 八十 二 巷 第 二 号 ( 6 )

一

方
の

比

較
対

象
で

あ
る

弁
済
能
力

に

つ

い

て

は
､

既
泳
の

評
価

の

客
観
性
か

ら
の

限

定
に

よ
っ

て
､

現

有
財
産
の

範
囲
を

超
え
て

記

載
す
る

こ

と

は

で

き

な
い

が
､

し
か

し
､

全

財
産
で

は

範
囲
が

広
す
ぎ
る

と

云

う
こ

と

は
､

少
な

く
と

も
こ

れ

迄
の

議
論
か

ら

ほ

導
け

な
い

と

思
わ

れ

る
｡

従
っ

て
､

弁
済

能
力
に

つ

い

て

は
､

右

に

述
べ

た

全

財
産
の

範
囲
内
と

云

う
内
容
を

更
に

限

定

す
る

こ

と

ほ
､

何
の

前
提
条
件
も

な

く

単
に

支

払
不

能
に

陥
る

危
険
の

有
無

の

判
定
と
云

う
こ

と

か

ら

は
､

で

き
そ

う
に

な
い
｡

か

く

し
て
､

支

払
不

能
に

陥
る

危
険
の

有
無
(

程
度
)

.
の

判
定
に

役
立
つ

貸
借

対

照

表
は
､

右
に

述
べ

た

範
囲
内
の

債
務
と

財
産
と

が

此

較
で

き

る

よ

う
な

内

容
で

あ

る
､

と

云

う
こ

と

が

ま

ず
考
え

ら

れ

る

こ

と

に

な

る
｡

以

上
は
､

云
っ

て

み

れ
ば

貸
借
対

照

表
能
力
或
い

は

少

な
く

と

も

貸
借
対

席
表
区

分
の

問
題
で

あ
っ

た

わ

け

だ

が
､

次
は
､

貸
借

対

照

表
評
価
の

問
題
で

あ
る
｡

債
務
に

つ

い

て

は
､

要
弁
済

額
で

評
価
す
る

こ

と
で
､

問
題
な
い
｡

財
産
の

評
価
に

つ

い

て

ほ
､

ま

ず
時
価
､

そ

れ

も

換
価
価
値

が

基
準
と

な
る

こ

と

は

間
違
い

な
い
｡

弁
済
能
力
と

し
て

財
産
を

観
る

の

で

あ

る

か

ら
､

こ

れ

は

当
然
で

あ

ろ

う
｡

こ

の

限

り
で

は
､

債
務
超
過
の

有
無
の

判
定
の

為
の

貸

借
対

照

表
と

変
ら

な
い
｡

し
か

し
､

債
務
超
過

判

定
の

為
の

貸
借

ヽ

ヽ

対

照
表
と
､

支
払
不

能
の

危
険
の

判

琴
の

為
の

貸
借
対

照

表
と

で

詔
一

.′-

は
､

財
産
評
価
の

厳
格
性
に

差
が

認
め

ら

れ

て

し
か

る

べ

き

で

あ

る
｡

と

云

う
の

は
､

債
務
超
過
に

つ

い

て

は
､

貸
借
対

照

表
に

よ

っ

て

債

務
超
過
で

あ

る

か

香
か

が

直
接
的
に

判
定

さ

れ

る
｡

従
っ

て
､

弁
済
能
力
で

あ

る

財
産
の

評
価
は

絶
対

的
な

(

売
却
)

時
価

(

9
)

主
義
が

要
求
さ

れ

る
｡

他
方
､

支
払
不

能
に

つ

い

て

は
､

既
述
の

よ

う
に
､

貸
借
対

照

表
に

ょ
っ

て

支

払

不

能
で

あ

る

か

香
か

が

直

ヽ

ヽ

ち
に

判
定
さ

れ

る

わ

け

で

は

な
い
｡

単
に
､

支
払

不

能
の

危
険
の

有
無
が

判
定
さ

れ

る

に

止

ま

る
｡

と
な

れ

ば
､

そ
の

為
の

財
産
評

価
と

し
て

は
､

債
務
超
過

判

定
の

場
合
の

絶
対

的
な

時
価
主

義
よ

り
は

媛
や

か

な

原
則
が

考
え

ら

れ

る
｡

そ

の

場
合
で

も
､

時
価
を

超
え

る

評
価
ほ
､

支
払
不

能
の

危
険
を

実
際
よ

り

小

さ

く

見

せ

る

こ

と
に

な
る

の

で
､

問
題
が

あ

ろ

う
｡

し

か

し
､

時
価
を

下

ま
わ

る

評
価
で

あ

れ

ば
､

差
し

支
え

な
い

と

思

わ

れ

る
｡

.
そ

れ

は
､

支

払
不

能
の

危
険
を

実
際
よ

り

大
き

く

見
せ

る

為
に
､

債
権
者
に

と

(

1 0
)

っ

て

は

む

し

ろ

安
全
で

あ

る

か

ら
で

あ
る
｡

か

く

し

て
､

支

払
不

能
の

危
険
の

判
定
の

為
の

貸
借
対

照

表
評

価
と

し

て

ほ
､

絶
対

的

時
価
主

義
で

な

く

と

も
､

時
価
以

下

主

義
で

充
分
で

あ
る

と

考
え

ら

れ

る
｡

(

9
)

E
･

l

p

e

粥

雫
-

只
｡

ヨ
ヨ
e

n
t

a
H

N

弓

.
只
｡

ロ

好

日
00

日

計
呂
内
.

N
.

如

.
止

r

小

-

′

卜
←

碑
←

ヰ

ト

や

ゃ

｢
､

r

ヤ

¢

叶

や
り

叶

◆

烏l

ぺ

せ
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( 7 ) 商法 の 貸借対 照 表規定 と支 払不 能破 産原 因

A

邑
こ
､

出
e

ユ
i

ロ

一

九

〇
四

年
､

八
一

六

頁
参
照
｡

(

1 0
)

2

訂

各
p

m
p
.

ロ
p
¢

0
0

粥

ヨ
p

吉
日

計
→

空
】

呂
N

弓

旨
旨

告
･

Z
e

ぎ
c

F
r

き

旨
H

臣
研

笥
S

p

m
t

e

エ

賀
計
-

s

岩

旨
t
-

畠
･

班
P

一

八
九

九

年
､

四
五

六

頁
-

四

七

〇

頁
参
照
｡

四

日

本

及
び

ド

ナ

ツ

の

現

行
該
当

規
定

前
節
で

ほ
､

支
払
不

能
破

産
原
因
か

ら

演
繹
さ

れ

る

貸
借
対

照

表
の

内
容
を

考
え
て

き
た

わ

け

で

あ

る

が
､

そ

れ

で

ほ
､

現

行
の

日

本
商
法
及

び

(

西
)

ド

イ

ツ

株
式
法
に

於
て
､

こ

れ

ら
の

内

容

に

該
当

す
る

規
定

ほ

ど

う

な
っ

て

い

る

で

あ

ろ

う
か
｡

〔

l
〕

日

本
の

商
法
及

び

計
算
書
類
規
則

日

本
で

は
､

周

知
の

よ

う
に
､

貸
借
対

照
表
の

評
価
に

関
し

て

は

商
法
本
文
で

規
定

さ

れ

て

い

る

が
､

株
式
会
社
の

貸
借
対

照
表

(

及

び

損
益

計

算
書
)

の

区

分

及
び

分

現
に

関
し
て

は
､

商
法

本

文
に

於
て

で

は

な

く
､

(

昭

和
三

八

年
以

来
)

法
務
省
今
の

所
謂

｢

計
算
書
類
規
則
+

.で
規
定
さ

れ

て

い

る
｡

ま

ず
後
者
か

ら

見
て

み

よ

う
｡

そ

の

中
で
､

こ

の

論
文
に

と

っ

て

最
も

重

要
な

規
定
は
､

ま

ず

次
の

三

力

条
で

あ

ろ

う
｡

｢

貸
借
対

照

表
に

は
､

資
産
の

部
･

負
債
の

部
及

び

資
本
の

部

を

設
け
､

各
部
に

は

そ

の

部
の

合
計
額
を

記

載
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

+

(

第
四

条
)

｢

資
産
の

部
は
､

流
動
資
産
､

固
定

資
産
及

び

繰
延

資
産
の

各

部
に

区

分

し
､

固
定
資
産
の

部
は
､

更
に

有
形
固
定

資
産
､

無
形

固
定

資
産
及

び

投
資
等
の

各
部
に

区

分

し
な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

+

(

第
五

条
)

｢

負
債
の

部
は
､

流
動
負
債
､

固
定

負
債
及
び

特
定
引

当

金
の

各

部
に

区

分

し

な

け
れ

ば

な

ら
な
い
｡

+

(

農
二

五

条
)

次
で
､

重

要
と

思
わ

れ

る

規
定
の

内

容
は

次
の

通
り

で

あ

る
｡

資
産
の

各
部
及

び

負
債
の

各
部
は
､

そ

の

性

質
を

示

す

適
当

な

名

称
を

付
し

た

科
目

に

細
分

し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

(

第
六

条
及

び

第
二

六

条
)

｡

営
業
取

引
に

ょ
っ

て

生

じ
た

金
銭
債
権
(

売
掛
金
･

受
取

手

形
等
)

及

び

金

銭
債
務
(

買
掛
金
､

支
払
手

形
等
)

は
､

そ

れ

ぞ

れ

流
動
資
産
甥

部
及

び

流
動
負
債
の

部
に

記
載
し

(

第
七

条
及

び

第
二

七

条
)

､

そ

の

他
の

金

銭
債
権
及

び

金

銭
債
務
は
､

そ

の

履
行
期
が

決
算
期
後
一

年
以

内
に

到
来
す
る

(

と

認
め

ら
れ

る
)

か

香
か

に

ょ

っ

て
､

そ

れ

ぞ
れ

流
動
資
産
の

部
及

び

流
動
負

債
の

部
と
､

固
定

資
産
(

投
資
等
)

の

部
及
び

固
定

負
債
の

部
と

に

記
載
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

(

第
八

条
､

第
二

〇

条
､

第
二

八

条
及
び

第
三

〇

条
)

｡

子

会
社

株
式
を

除
く

株
式
及

び

社
債

は
､

脱



一 橋論叢 第八 十 二 巷 第 二 号 ( 8 )

取

引

所
の

相

場
が

あ

り

且

つ

決
算
期
後
+

年
以

内
に

処
分

す
る

目

的
で

保
有
す
る

も
の

か

香
か

に

よ
っ

て
､

そ

れ

ぞ

れ

流
動
資
産
の

部
と

固
定

資
産
(

投
資
等
)

の

部
と
に

記
載
し

な

け
れ

ば

な

ら

な

い

(

第
一

一

条
及

び

第
二

二

条
)

｡

尚
､

子

会
社

株
式
は

固

定

資

産
(

投
資
等
)

の

部
に

記

載
す
る

(

第
二

三

条
)

｡

そ

れ

で

は

続
い

て

株
式
会
社
の

貸
借
対

照

表
の

評
価
に

関

す
る

商
法
規
定

を

見
て

み

よ

う
｡

こ

こ

で

は
､

こ

の

論
文
に

と
っ

て

重

要
な

規
定
だ

け
を

列
挙
す
る

が
､

そ

の

中
で

も

基
本

的
な

規
定
は
､

ま

ず
次
の

二

力

条
で

あ

ろ

う
｡

｢

流
動

資
産
二

付

テ
ハ

其
ノ

取

得
価
額
又
ハ

製
作
価
額
ヲ

附
ス

ル

コ

ト
■
ヲ

要
ス

但
シ

時
価
ガ

取

得
価

額
又
ハ

製
作
価
額
ヨ

リ

著
シ

ク

低
キ

ト

キ
ハ

其
ノ

価
棉
ガ

取

得
価
額
又
ハ

製
作
価
額
迄

回

復
ス

ル

ト

認
メ

ラ

ル

ル

場
合
ヲ

除
ク

ノ

外

時
価
ヲ

附
ス

ル

コ

ト

ヲ

要
ス

⑧
前
項
ノ

規
定
ハ

時
価
ガ

取

得
価
額
又
ハ

製
作
価
額
ヨ

リ

低
キ

ト

キ
ハ

時

価
ヲ

附
ス

ル

モ

ノ

ト

ス

ル

コ

ト

ヲ

妨
ゲ

ズ
+

(

第
二

八

五

条
ノ

二
)

｢

固
定
資
産
二

付

テ
ハ

其
ノ

取

得
価
額
又
ハ

製
作
価
額
ヲ

附
シ

…
:

轟
決
算
期
二

相

当
ノ

償
却
を

為
シ

予

測
ス

ル

コ

ト

能
ハ

ゲ

ル

減
損
ガ

生
ジ

タ

ル

ト

キ
ハ

相

当
ノ

減
額

ヲ

為
ス

コ

ト

ヲ

要
ス

+

(

第
二

八
五

条

↓
第
三

四

条

第
二

号
)

r
.

J

-

.ト
.ゝ

←

藤
-

ト

A

■

≠

√

T

′

次
で
､

商
法
は
､

金

銭
債
権
､

社
債
及

び

株
式
の

評
価
に

つ

い

ば

て

は

格
別
に

規
定
し
て

い

る
｡

そ

れ

故
､

こ

れ

ら
の

資
産
に

つ

い

て

は
､

各
規
定
の

評
価
に

従
っ

て
､

ま

た

既

述
の

分

類
規
定
に

従

っ

て
､

流
動
資
産
と

固
定
資
産
(

投
資
等
)

と

に

別

れ

て

記

載
さ

れ

る

こ

と
に

な
る
｡

｢

金

銭
債
権
二

付

テ
ハ

其
ノ

債
権
金

額
ヲ

附
ス

ル

コ

ト

ヲ

要
ス

⑳
金

銭
債
権
二

付

取

立
不

能
ノ

虞
ア

ル

ト

キ
ハ

相

当
ノ

減
額
ヲ

為
ス

コ

ト

ヲ

要
ス
+

(

第
二

八

五

条
ノ

四
)

｢

社
債
二

付
テ
ハ

共
ノ

取
得
価
額
ヲ

附
ス

ル

コ

ト

ヲ

要
ス
:

.
…
･

②

第
二

百
八

十
五

条
ノ

二

第
一

項
但

書
及

第
二

項
ノ

規
定
ハ

取

引

所
ノ

相

場
ア

ル

社

債
ニ

…

…

之
ヲ

準

用
ス

+

(

第
二

八

五

条
ノ

五

第
一

項
及

び

第
二

項
)

｢

株
式
二

付
テ
ハ

共
ノ

取

得
価
額
ヲ

附
ス

ル

コ

ト

ヲ

要
ス

②
第
二

百
八

十
五

条
ノ

二

第
一

項
但
書
ノ

規
定
ハ

取
引

所
ノ

相

場
ア

ル

株
式
ニ

､

同
条
第
二

項
ノ

規
定
ハ

取

引

所
ノ

相
場
ア

ル

株

式
ニ

シ

テ

子

会
社
ノ

株
式
以

外
ノ

モ

ノ

ニ

之
ヲ

準
用
ス

+

(

第
二

八

五

条
ノ

六

第
一

項
及

び

第
二

項
)

〔

2
〕

西
ド

イ

ツ

の

株
式
法

}

†

-

叫

せ
P

.

γ

･
･

略

巨

ぺ

ザ



L

l
j

㌔

叫

､

.

､

一

あ
叫

良

一

叶

､

1

( 9 ) 商法 の 貸 借対 照 表規定 と支 払 不 能破 産 原 因

現

行
の

一

九
六

五

年
株
式

法

第
一

五
一

条
は
､

貸
借
対

照

表
の

区

分
･

配
列
(

及

び

分

類
)

･
に

つ

い

て

規
定
し

て

い

る
｡

そ

れ

に

ょ

れ

ば
､

積
極
側
(

借
方
)

は
､

Ⅰ

未
払
込

資
本
金
､

Ⅱ

固

定

資

産

(

A

有
形

固

定

資
産
及

び

無
形
固

定

資

産
､

B

投

資
)

､

Ⅲ

流

動

資
産
(

A

棚
卸
資
産
､

B

そ

の

他
の

流
動

資

産
)

､

Ⅳ

計

算

限

定

項
目
､

及

び

Ⅴ

貸
借
対

照

表
損
失

に
､

消
極
側
(

貸
方
)

は
､

Ⅰ

資
本
金
､

Ⅱ

公

示

積
立

金
､

Ⅲ

価
値
修
正
､

Ⅳ

引

当

金

(

1

年

金

引

当

金
､

2

そ

の

他
の

引

当
金
)

Ⅴ

契
約
期
間
四

年
以

上
の

債

務
(

そ

の

中
､

四

年
内
に

期

限
が

到
来
す

る

額
を

注

記
)

Ⅵ

そ

の

他
の

債
務
､

及

び

Ⅶ

貸
借
対

照

表
利
益

に
､

区

分
･

配
列
す
る
｡

尚
､

そ

の

中
の

計

算
限

定

項
目
と

は

前
払

費
用

(

借
方
の

場
合
)

及
び

前
受
収
益

(

貸
方
の

場
合
)

を

意
味
し
■
(

第
一

五

二

条
第
九

項
)

､

価
値

修
正

と

は

評
価
性
引

当

金
を

意
味
す

る
｡

貸
借
対

照

表
の

評
価
に

つ

い

て

は
､

第
一

五

三

条
-

第
一

五

六

条
が

規
定

し
て

い

る
｡

そ

の

概

略
は

次
の

通
り

で

あ

る
｡

ま

ず
､

固
定
資
産
に

つ

い

て

ほ
､

取

得
原

価
又

は

製
作
原

価
(

差
引

減
価

償
却
額
)

に

よ

る

評
価
が

原

則
で

あ

る

が
､

時
価
(

｢

付

す
ぺ

き

価
値
+

)

が

そ

れ

よ

り

も

低
い

場
合
に

時
価
を

附
す
る

こ

と

も

許

さ

れ

る
｡

(

但
し

そ

の

後
も

持
続
的
に

低
い

と

見
込

ま

れ

る

場
合

に

は

そ

の

低
い

時
価
を

附
す

る

こ

と

は

強
制
さ

れ

る
｡

)

(

第
一

五

､

†

､

∴

ぶ
7

A
l

.

}

一

.
封

.

"

ト

,

三

条
､

第
一

五

四

条
)

次
で
､

流
動
資
産
に

つ

い

て

は
､

｢

取

得

原

価
又

は

製
作
原
価
で

記
載
さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い
+

(

第
一

五

五

条
第
一

項
､

部
分
)

が
､

｢

取
得
原
価
又

は

製

作
原
価
が
､

.
決

算

日

に

於
け
る

取

引

所
価
格
又

は

市

場
価
格
か

ら

得
ら

れ

る

価
額
よ

･

り

高
い

時
は
､

後
者
の

価
額
が

記
載
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い
｡

取

引

所
価
格
又
は

市

場
価
格
が

確
認
さ

れ

ず
且

つ

取

得
原
価
又
は

製
作

原
価
が

決
算
日

に

そ
の

物
に

付

す
べ
.

き

価
値
よ

り

高
い

時
は
､

後

者
の

価
値
が

記
載
さ

れ

ね

ば

な

ら
な

い
｡

+

(

同

条
第
二

項
)

こ

の

よ

う
に
､

流
動
資
産
に

つ

い

て

は
､

完
全

な

低

価
主

義
に

ょ

る

評

価
が

強
制
さ

れ

て

い

る
｡

更
に

株
式
法
で

は
､

我

国
の

商
法
で

は

特
に

明

言
し

て

い

な
い

所
の

債
務
の

評
価
に

迄
言
及

し
､

｢

債
務

は

そ

の

返

済
額
で
､

年
金

債
務
は

そ

の

現

金
価
値
で

記
載
さ

れ

ね

(

1 1
)

ば

な
ら

な
い
+

(

第
一

五

六

条
第
二

項
)

と

明

言
し

て

い

る
｡

(

1 1
)

西
F

イ

ツ

扶
式

法
の

訳

語
に

つ

い

て

ほ
､

慶
応
義
塾
大
学

商
汰

研
究

会

訳
､

西

独

株

式

法
､

昭

和
四

四

年
､

を

参
考
に

し

た
｡

五

日

本
と
ド

イ

ツ

と

で

凡
そ

共

通
の

内

容
と

そ

の

意
味

こ

れ

か

ら

行
う
ぺ

き

作
業
は
､

前
節
で

紹
介
し
た

日

本
と

ド

イ

ツ

の

現

行
の

貸
借
対

照

表
規
定
と
､

前
々

節
で

推
理

し

た

支

払
不

畑
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能
破
産
原
因
の

下
で

の

貸
借
対

照

表
の

あ

る
べ

き

内
容
と
の

照

合

で

あ

る

が
､

そ

の

作
実
を
二

段
階
に

分

け
る

こ

と
に

す
る
｡

こ

の

節
で

は
､

第
一

段
階
と

し
て
､

両

国
の

規
定

に

凡

そ

共

通

し
た

内

容
で

あ
る

と

観
ら
れ

る

も
の

に

つ

い

て
､

前
の

推
理

結
果
と

照

合

し
､

そ

の

意
味
を

探
る
｡

日

本
と

ド

イ

ツ

の

貸
借
対

照

表
の

該
当

規
定

を

比

厳
し
て

み

て
､

共

通

し
た

内

容
と

云

え

る

の

は
､

恐

ら
く

次
の

二

つ

で

あ

ろ

う
｡

一

は
､

貸
借
対

照
表
の

区

分
に

於
て
､

資
産
及

び

負
債
の

そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て
､

流
動
的
な

も
の

と

固
定

的
な

も

の

と
が

区

分
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

日

本

で

は
､

｢

流
動
資
産
+

と

｢

固
定

贋

産
+
､

及

び

｢

流
動
負
債
+

と

｢

固
定

負

債
+

を

明

確
に

区

分

し

て

い

る
｡

ド

イ

ツ

で

は
､

資

産
に

つ

い

て

は
､

｢

流

動

資

産
+

(

P
m
】

芸
才
e
l

m

爵
～

n
)

と

｢

固
定

資
産
+

(

A

已

品
e

孟
【

邑

音
e

n
)

を

明

確
に

区
分

し
て

い

る
｡

負
債
に

つ

い

て

は
､

日

本
ほ

ど

明

確

で

は

な
い

け
れ

ど

も

-
こ

の

点
に

つ

い

て

は

次

節
で

言
及

す
る

1
1

､

+

応
､

流
動
的
な

も
の

と

固
定
的
な

も
の

と
が

区

別
で

き

(

1 2
)

る

よ

う
に

な
っ

て

い

る
｡

即

ち
､

｢

Ⅴ

奥
約
期
間
四

年

以

上

の

債

務
+

(

く
の

旨
i

n

d
-

訂
F
k
e
叫

訂
n

邑
t

e

ぎ
e
り

r
P

已
諾
叶

t

く
O

n

邑
n

d
e
･

∽

t

昌
S

く
i

e
r

】

巴
F
r

e

n
)

に

つ

い

て

注

記
さ

れ

る

〝

そ

の

中
､

四

年

内
に

期
限
が

到

来
す
る

(

く

○
【

A
b
-

望
･

{

言
n

く
ー

e

【

-

む

旨
r

①

n

{

巴
-

鼠

S

ど
d
)

額
″

及

び

｢

Ⅵ

そ

の

他

の

債
務
+

が
､

(

四

年
を

基
準
と

誕一丁▲

し

た
)

流
動
負
債
に

該
当
し
､

右
の

注
記

額
を

控
除
し

た

｢

契
約

期
間
四

年
以
上

の

債
務
+

が
､

固
定
負
債
に

該

当

す
る
｡

更
に

｢

Ⅳ

引

当

金
+

(

持

宮
訂
t

邑
仁

ロ
g
①

n
)

に

つ

い

て

も
､

固
定

的

性

格
を

有
す

る

｢

年
金

引
当

金
+

(

勺
e

n
s
i

O

n

胃
早
口

訂
t
e
-

-

亡

n

笥
n
)

と
､

概
し
て

流
動
的
な
も

の

が

多
い

｢

そ

の

他
の

引

当

金
+

と

が

区

分

表
示

さ

れ

て

い

る
｡

二

は
､

資
産
評
価
に

於
て
､

流
動

資
産
に

つ

い

て

は

低
価
主
義

な
い

し

回

収

可

能
額
(

金

銭
債
権
の

場
合
)

､

固
定

資
産
に

つ

い

て

ほ

原
則
と

し
て

原

価
(

差
引

減
価
償
却
額
)

主
義
が

規
定

さ

れ

て

い

る

こ

と
で

あ

る
｡

流
動

資
産
に

つ

い

て

は
､

説
明

が

必

要
で

あ

ろ

う
｡

ド

イ

ツ

で

ほ
､

日

本
の

如
く

金

銭
債
権
等
の

格
別
の

規
定
は

存
在
し

な
い

の

で
､

売

掛
金

及

び

受
取

手
形

等
の

金

銭
債
権
に

つ

い

て

は
､

債
権

金

額
即

ち

名
目

額
(

宅
O

m
i

n

巴
b
e

t

∂
巴

を

以
て

取

得
原
価
と

解

す
る

こ

と
に

ょ

り

第
一

五

五

条
第
一

項
を

適
用

し
､

不

確
実
債
権

等
に

つ

い

て

は
､

商
人
の
一

般
的
評
価
規
定
の

第
四

〇

条
第
二

項

(

｢

不

確
実
な

債
権
は

そ

の

見
積
価
値
に

ょ
っ

て

記

載
さ

れ
､

回

(

1 3
)

収
不

能
な

債
権
は

償
却
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い
｡

+

)

を

適
用

す
る
｡

そ

の

結
果
､

こ

れ

ら
の

金
銭
債
権
に

つ

い

て

は
､

結
局
､

我

国
同

ト

r

㍉

-

き

ト

湧
､

ト

ヰ

ト

胡

ぐ

た

.

}

セ

ザ

山

≠

繚
イ

ド

.

γ

一

線

む

ぺ

叫



斗

㍉

叫

､

一

､

一

範
叫

さ

一

切

( 1 1 ) 商 法 の 貸借対 照 表規定 と 支払不能破産原 因

様
､

回

収
可

能
額
で

評
価
す
る

こ

と

に

な

る
｡

日

本
で

は
､

既
述

の

如
く
､

金

銭
債
権
､

社

債
及

び

株
式
に

つ

い

て

は

格
別
の

規
定

ぷ

設
け

ら

れ

て

い

る
｡

計
算
書
類
規
則
の

区

分
･

分

類
の

助

け

を

借
り

て
､

こ

れ

ら
の

資
産
で

流

動
資
産
に

属
す
ぺ

き

部
分
り

評
価

を

読
み

取

る

と
､

金

銭
債
権
に

つ

い

て

は

回

収

可
能
額
に

よ

る

評

価
と

な

り
､

社

債
及
び

株
式
に

つ

い

て

ほ
､

流
動
資
産
の

評
価

規

定
(

第
二

八
五

条
ノ

二
)

に

ょ

る

評
価
と

全

く

同
じ

に

な

る
｡

こ

の

第
二

八

五

条
ノ

二

に

つ

い

て

は
､

問
題
が

あ

る

け
れ

ど

も

-

こ

の

間
題
は

次

節
で

取
り

上

げ
る

-
､

こ

の

段
階
で

は
一

先

ず
､

低
価
主

義
が

規
定
さ

れ

て

い

る

と

観
る

こ

と
に

す
る
｡

日

本
と
ド

ケ

ツ

の

貸
借
対

照

表
規
定
に

見
ら
れ

る

以
上
の

土
つ

の

共
通

し

た

内
容
は
､

そ

れ

で

ほ
､

前
の

推
理

結
果
と

ど
の

よ

う

に

結
び

付

く
で

あ

ろ

う
か
｡

支
払
不

能
に

陥
る

危
険
の

有
無
(

程

度
)

を

判
定

す
る

為
の

貸
借
対

照

表
に

於
て
､

比

較
す
べ

き

負
債

と

資
産
の

中
､

負
債
に

つ

い

て

は
､

全

債
務
で

は

範
囲
が

広
す

ぎ
､

ま

た

既
に

弁

済
期
に

あ

る

債
務
で

は

範
囲
が

狭
す
ぎ

る

と
の

推
理

結
果
を

得
て

い

た
｡

こ

れ

に

照

ら

す

と
､

現
行
規
定
で

は
､

流
動

負
債
が

比

較
さ

る

べ

き

負
債
と

考
え

ら
れ

て

い

る

こ

と

が

判
明

す

る
｡

流
動
負
債
ほ
､

既
に

弁
済
期
に

あ

る

債
務
と

近
い

将
来
弁

済

期
が

到
来
す
る

債
務
か

ら

成
る
｡

確
か

に
､

流
動
負
債
の

範
囲
は
､

､

1

.

}

r

ね

.
さ

ー

沐

Y

l

､

ド

g
7

1

既
に

明

ら
か

と

思

う
が
､

賂
に

営
業
取

引

以

外
の

取

引
に

ょ
っ

て

生

じ
た

債
務
に

つ

い

て
､

日

本

(

一

年
基
準
)

と

ド

イ

ツ

(

四

年

基
準
)

と

で

速
い

が

あ

る
｡

し
か

し
､

そ

れ

ぞ

れ

の

基
準
に

よ

っ

て

決
定
さ

れ

た

流
動
負
債
が
､

こ

こ

で

云

う
比

較
さ

る
べ

き

負
債

と

考
え

ら
れ

て

い

る

こ

と

に

遠
い

は

な
い
｡

次
に
､

か

か

る

流
動

負
債
と

比

較
さ

る
べ

き

弁
済
能
力
と

し
て

の

資
産
に

は
､

現

行

規

定
に

於
て

何
が

考
え

ら

れ

て

い

る

だ

ろ

う

か
｡

前
の

弁
済
能
力
の

範
囲
に

関
す
る

推
理

結
果
で

は
､

単
に

全

財
産
の

範
囲

内
と

云

う
こ

と
で

あ
っ

た
｡

と

な

る

と
､

そ

の

限
り

で

は
､

流
動
資
産
の

他
に

固
定

資
産
も
一

応
比

較
さ

る
べ

き

弁
済

能
力

と

考
え
ら

れ

得
る

こ

と
に

な
る
｡

し

か

し
こ

こ

で
､

資
産
の

評
価
に

関
す
る

推
理

結
果
が

生

き
て

く
る
｡

即

ち
､

弁
済
能
力
で

あ
る

か

ら

に

は
､

少

な

く
と

も

時
価
以

下

主

義
を

満
た

す

必

要
が

あ
る

と

云

う
前
の

推
理

結
果
に

照
ら

す
時
､

固
定
資
産
は

脱
落
し
､

流
動
資
産
だ

け

が

残
る
｡

現

行
規
定
に

於
け

る

固
定

資
産
の

原
価

主
義
は

時
価
以

下

主

義
に

矛

盾
す
る

の

に

対

し
て
､

流
動
資
産
の

低
価
主
義
な
い

し

回

収

可

能
額
に

よ

る

評

価
は
､

時
価
以

下

主

義

を

満
足
さ

せ

る

内
容
だ

か

ら
で

あ

る
｡

時
価
以

下

主

義
の

時
価
は

既

述
の

如
く

換
価
価
値
即

ち

売
却
時

価
で

あ

る

か

ら
､

回

収
可

能
額
の

方

ほ

問
題
な
い

こ

と

ほ

明
ら

か

畑
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で

あ
る

が
､

更
に

低
価
主

義
の

方

も

問
題
は

な
い
｡

と

云

う
の

は
､

低
価
主

義
の

時
価
を

売

却
時
価
と

解

釈
す
れ

ば

問
題
が

な
い

こ

と

は

勿
論
で

あ

る

が
､

更
に

再

調

達
時
価
と

解
釈
す

る

場
合
で

も
､

再
調

達
時
価
は

売

却
時

価
以

下
で

あ
る

の

が

普
通
で

あ

る

か

ら
､

問
題
は

な
い
｡

我

国
で

は
､

低
価
主

義
の

時
価
に

つ

い

て
､

売

却

時
価
(

処
分

価
額
､

正

味
実

現

可

能
価
額
)

と

解

す
る

説
､

再
調

達
時
価
(

再
調

達
原

価
､

再

調

達
価
額
)

と

解

す
る

説
､

及

び

資

産
の

種
類
に

応
じ

て

再

調

達
時
価
又

は

売
却

時

価
と

解
す
る

記
等

(

叫
)

(

15
)

が

存
在
す
る

が
､

ド

イ

ツ

で

は

最
後
の

説
が

通

説
の

よ

う
で

あ

る
｡

い

ず
れ

の

説

を

採
ろ

う
と

も
､

低

価
主

義
は

(

売
却
)

時
価
以

下

主

義
の

条
件
を

満
た

す
の

で

あ

る
｡

面

白
い

こ

と

に
､

我
国

に

は
､

低
価
主

義
の

時
価
ほ

売

却
時

価
で

も

再
調

達
時

価
の

い

ず
れ

で

も

(

1 4
)

差
し

支
え

な
い

と

す
る

読
も
､

ち
ゃ

ん

と

存
在
す
る
｡

か

く

し
て
､

流
動
負
債
と

比

較
さ

る
ぺ

き

弁
済
能
力

と

し
て

は
､

専
ら

流
動
資
産
が

考
え

ら
れ

て

い

る

こ

と
が

明
ら

か

に

な
っ

た
｡

現

行
規
定
の

か

か

る

内

容
は
､

支

払
不

能
破

産
原
因
の

下
で

推

理

さ

れ

た

貸
借
対

照

表
の

あ

る
べ

き

内

容
を

確
か

に

満
た

す
も

の

で

あ

る
｡

し

か

し
､

現

行
現

定
の

か

か

る

内

容
に

つ

い

て
､

推
理

結
果
の

内

容
だ

け
か

ら

説
明

し

き
れ

な

い

点
が

あ

る

こ

と

も

確
か

で

あ

る
｡

特

に

推
理

結
果
で

は
､

弁
済
能
力

の

範
囲
は

全

財
産

(

資
産
)

以

内
､

評
価
は

時
価
以

下
主

義
で

あ
っ

た

の

が
､

現
行

畑

規
定
で

ほ

そ

れ

ぞ

れ

流
動
資
産
と

低
価
主

義
と

な
っ

て

い

る
｡

こ

の

中
､

低
価
主

義
に

つ

い

て

は
､

商
法
の

会
計
規
定
に

は

こ

こ

で

問
題
と

し
て

い

る

債
権
者
保
護
(

の

一

系
譜
)

以

外
に

も

目

的
が

あ

り
､

そ
の

方
の

影
響
を

も

受
け

た

結
果
で

あ

る

と

解
さ

れ

る

の

で
､

こ

こ

で

は

こ

れ

以

上

立

入

ら

な
い
｡

し
か

し
､

も

う
一

方
の

流

動
資
産
に

つ

い

て

は
､

支

払

不

能
破
産
原
因
と

同
一

線

上
に

位

置
す
る

問
題
と

思
わ

れ

る

の

で
､

以

下
に

続
け
て

論
ず
る
｡

前
の

推
理

に

際
し
て

は
､

■
弁
済
能
力
と

し
て
一

応
全

財
産
(

資

産
)

迄
を

考
え

七
わ

け
で

あ
る

が
､

振
返
っ

て

み

る

と
､

そ
こ

で

は

会
社
の

解
散
･

解
体

迄
を

も

考
え

て

い

た

こ

と
に

な
る
｡

そ

し

て

確
か

に
､

破

産
原
因
と

し
て

の

支
払
不

能
と

云

う

概
念
自
体

ほ
､

そ

こ

迄
を

も

含
む

も
の

で

あ

る
｡

そ
の

限

り
で

は
､

債
務

超
過

と

云

う

概

念
と

同

質
で

あ

る

と

さ

え

云

え

る
｡

｢

破

産
法
■
ほ

本
来
､

(

旭
)

企
業
の

解
体

を

目

的
と

す
る

も

の
+

で

あ

り
､

ま
た

｢

破

産
で

ほ

金

銭
配
当
の

た

め

そ

の

事
業
財
産
を

換
価

す
る

の

で
､

原

則
と

し

(

1 7
)

て

事
業
は

解
体
さ

れ
+

る

の

で

あ

る

か

ら
､

蓋
し

そ

れ

は

当

然
の

こ

と
で

あ
る
｡

し
か

る

に
､

現

行

規
定
の

貸
借
対

照

表
で

は

既
述
の

よ

う
に
､

弁
済
能
力
と

し
て

ほ

全

財
産
で

は

な

く

流
動
資
産
だ

け

が

考
え

ら

ト

⊥

γ

㌔

-

皇
一

価
ト

ヰ

←

叫

十

ビ

←

†

〆

■〃

L

冷
ぜ

ど

.

←

サ

推

古

叫

ぺ



( 1 3 ) 商 法 の 貸借対 照 表規定 と支 払不 能破 産原 因

､

ヰ
.

-

】

1

鈎
メ

j

一

汁

ヰ

､

れ

て

い

る
｡

即

ち
､

固
定

資
産
は

弁
済
能
力
と

は

観
ら

れ

て

い

な

い
｡

こ

れ

は
､

固
定

資
産
の

解
体
･

処
分

迄
は

考
え
て

い

な
い

こ

と

を

意
味
す

る
｡

従
っ

て
､

そ
こ

で

ほ

も
は

や

会
社
の

完
全
な

解

体
･

解
散
迄
は

考
え

て

い

な
い

わ

け
で

あ

る
｡

換
言

す
れ

ば
､

仮

令
縮
小

は

あ
っ

て

も
､

一

応
会
社
の

存
続
を

前
提
と

し
て

い

る
｡

か

く

し

て
､

流
動
負
債
と

流
動
資
産
を

此

較
す
る

こ

と

は
､

も

は

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

や

単
な

る

支

払
不

能
で

ほ

な

く
､

云

わ

ば

会
社
の

存
続
を

前
提
と

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

し

た

上
で

の

支

払
不

能
の

危
険
の

有
無
(

程
度
)

を

判
定

し
て

い

る
､

と

解
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

現

行
の

貸
借
対

照

表

規
定
に

関
す
る

右
の

如
き

解
釈
は
､

次
に

示

す
同

じ

商
法
町

他
の

規
定
に

よ

っ

て

裏
付

け

る

こ

と
が

で

き

る

と

思
わ

れ

る
｡

そ

れ

ほ
､

既
に

第
二

節
で

も

用
い

た

第
三
一

八

条

で

あ

る
｡

同

条
ほ
､

昭

和
一

三

年
の

商
法
改

正
で
､

旧

第
一

七

四

条
(

会
社
が

債
務
超
過
に

な
っ

た

時
は

取

締
役
は

直

ち
に

破

産
宜

告
の

請
求
を

な

す
ぺ

し
､

と
の

規
定
)

の

削
除
と

入

替
わ

り
に

新

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

た
に

置
か

れ

た

も

の

で

あ

り
､

会
社
の

整
理
の

開
始
原

因
を

定

め

た

も
の

で

あ

る
｡

そ

れ

に

よ

れ

ば
､

何
よ

り

も

｢

会

社
ノ

現

況

其

ノ

他
ノ

事
情
二

俵
り

支

払
不

能
(

又
ハ

債
務
超
過
)

ニ

陥
ル

ノ

虞

ア

リ

ト

認
ム

ル

ト

キ
ハ

+

一

定
の

者
の

申
立
に

よ

り

裁
判
所
は

会

社
に

対

し

整
理
の

開
始
を

命
ず
る

こ

と

が

で

き

る
｡

こ

の

開
始
原

一

寸

､

い

レ

軒
-

･

.

.
ゎ

ー

､

1

.

吋

一

‥

(

1 8
)

因
の

書
き

方

は

｢

極
め

で

含
蓄
の

あ

る

も

の

で

あ

る
｡

+

既
に

支

払
不

能
に

陥
っ

て

い

る

場
合
､

と

云

う
の

で

は

な

し
に
､

現

状
か

ら

す
れ

ば

や

が

て

支
払
不

能
に

陥

る

危

険
性
が

あ

る

場
合
､

と

云

ぅ
意
味
で

あ

る
｡

抑
々

こ

の

よ

う

な

書
き

方
は
､

｢

会
社
の

整
理
+

の

制
度
の

目

的
が
､

｢

其
の

健
で

放
っ

て

置
け
ば

破

産
に

な

り
､

会

社
の

人

格
が

消
滅
し
て

し

ま
ふ

と
い

ふ

や

う
な
こ

と
に

な
る

の

を
､

(

1 8
)

一

歩
前
で

喰
止

め

て
､

会
社
の

企

業
を

維
持
す

る

と
い

ふ

こ

と
+

に

あ

る

か

ら

で

あ

る
｡

か

く
し

て
､

こ

こ

で

は
､

明

ら
か

に

会
社

の

存
続
が

前
提
と

な
っ

て

い

る
｡

ド

イ

ツ

の

株
式
法
に

於
て

は
､

日

本
の

よ

う
な

有
力
な

規
定

は

存
在
し

な
い

が
､

そ

れ

で

も
､

破

産
を
回

避
し

て

会
社
の

存
続
を

図
る

規
定
が

無
い

わ

け
で

は

な
い
｡

そ

れ

は
､

既
に

第
二

節
で

も

用
い

た

第
九
二

条
で

あ

り
､

そ
れ

に

ょ

れ

ば
､

会
社
が

支

払
不

能
ヽ

と

な
っ

た

時
に

取
締
役
は
､

破

産
手

続
と

選
択

的
に

裁
判
上
の

和

ヽ義
手
続
の

開
始
を

申
立
て

る

こ

と

が

で

き

る
｡

株
式
法
に

於
け

る

こ

の

和
議
へ

の

途
は
､

一

九
三

七

年
株
式
法
(

第
八

三

条
)

か

ら

拓
か

れ

た

も
の

で

あ

る

が
､

抑
々

和
議
法

も

｢

企

業
の

存
続
を

前

提
と

し
､

そ
こ

に

は

破

産
法
に

お

け
る

が

如
き

清
算
､

解

体
の

観

(

1 9
)

念
は

存
在
し

な
い
+

の

で

あ

る
｡

■7

(

1 2
)

甲

只
け
○

勺

き

A
k
t

岩
.

点
e

邑
♪

D
辞

窃
0

岩
○

昆

一

九

六
五

年
､

一

β

) l
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二

二

九

頁
～
二

三
〇

頁

(

慶

応
大

学

商
法
研

究
会

訳
､

前
掲

書
､

二

六

六

頁
-
二
一

六

七

頁
)

｡

A

已
e

T
日

管
F

甲
S
c

F

m
巴
什
N
-

R

票
訂
】

亡
】

品
苧

】

品
芦
ロ

g

亡

ロ
d

勺

註
ど
ロ

g

d

笥

A
打
t
i

e

n

g
e

邑
】

s

c

F
a

声

-
･

田
d
･

･

ヰ
.

A

邑
こ

S
t

已
t

g

買
t

一

九

六

八

年
､

一

八
一

頁
～
一

八

二

頁

参

固
仰

｡

(

1 3
)

A

巳
年
T

ロ

守
】

ロ

甲
S
c

F

m
巴
t

N

前
掲

書
､

四

七

〇

頁
～

四

七
一

頁
､

五

六

四

頁
｡

G
O

已
苧
ノ

≦
-

F
2
-

m
i

.

A
打

富
ロ

g
e
S

e
t

N
-

-
･

出
d
･

､

ナ

A
亡

戸
.

U
e

ユ
i

コ

一

九
七
一

年
､

九
三

八

頁
参
照
｡

(

1 4
)

有

斐
閣
､

注

釈
会
社

法

㈲

-
会

社
の

計

算

1
､

昭

和

四
五

年
､

九

三

頁
～

九

四

頁
参
照
｡

(

1 5
)

A

巳
年

T
ロ

守
i
】

品
-

S
n

F

ヨ
巴
t

N

前
掲

書
､

五

三

四

頁
参
照
｡

(

1 6
)

枚
田
二

郎
､

会
社

更
生

法

(

新

版
)
､

有
斐
閣
､

昭

和
五
一

年
､

一

頁
1
二

頁
｡

(

1 7
)

中
田
､

前
掲
書
､

七

頁
｡

(

は
)

田

中

耕
太

郎
､

改
正

商
法
及

有
限

会

社

法

概
説
､

有

斐
閤
､

昭

和
一

四

年
､

二

三

四

頁
-
二
一

三

五

頁
｡

(

1 9
)

放
田
､

前
掲
香
､

五

頁
｡

六

日

本
と
ド

イ

ツ

と

の

差
違
と

そ

の

原
因

繭
節
で

は
､

日

本

と

ド

イ

ツ

の

規
定
を

ま

さ

に

概
観
し
た

易
合

の

共

通

内

容
を

論
じ

た

わ

け
で

あ

る

が
､

次
に

第
二

段
階
と

し

て
､

こ

の

節
で

は
､

そ

こ

で

は

見

過
し
た

所
の

両

国
の

差
違
に

つ

い

て
､

そ

の

原
因
を

探
る
｡

か

か

る

差
違
の
一

つ

は
､

貸
借
対

照

表
の

配
列
法
で

あ

ろ

与
｡

朗
一

一
エ

ド

イ

ツ

で

は
､

既
述
の

如
く

明

ら

か

に

固
定
性
配
列
法
を

採
っ

て

い

る
｡

日

本
で

は
､

｢

科

目
の

配
列
の

順
序
に

つ

い

て

は
､

こ

の

(

2 0
)

(

計
算
書
類

1
安
藤
)

規

則
に

は

何
等
の

定
め

が

な
い
+

が
､

し

か

し

｢

規
則
は
､

流
動
性
配
列
法
に

従
っ

た

規
定
の

仕
方

を

し

(

2 1
)

て

い

る
+

こ

と

は

各
党
で

き

な
い
｡

実
際
に

も
､

抹
主

総

会
に

提

出
さ

れ

新
聞
に

公

告
さ

れ

る

貸
借
対

照

表
は
､

一

般
に

流
動

性
配

列

法
を

採
っ

て

い

る
｡

前
の

推
理

に

於
て

ほ
､

特
に

貸
借
対

照

表
の

配
列
に

迄

言
及

し

な
か
っ

た

が
､

し

か

し

比

較
対

象
の

資
産
と

負
債
と
が
､

少
な

く

と

も
比

較
し

易
い

よ

う
に

区

分
･

配
列
さ

る
ぺ

き
こ

と

は
､

む

し

ろ

当

然
で

あ

る
｡

と

す

れ

ば
､

流
動
資
産
と

流
動
負
債
の

比

較
の

為
に

は
､

日

本
の

よ

う

な

流
動
性
配
列
法
が

優
れ

て

い

る
｡

抑

て

日

本
の

計
算
書
顆
規
則
の

流
動
性
配
列
法
は
､

ア

メ

リ

カ

の

制
度

を

参
考
に

し

た

企
業
会
計
原
則
の

影
響
で

あ

り
､

更
に

ア
､
メ

リ

カ

の

流
動
性
配

列
法
は
､

一

九

世

紀
に

迄
遡
る

所
の
､

銀

行
が

融
資

先
の

企

業
に

提
出
を

要
求
し
た

所

謂
信
用
(

目

的
)

貸
借
対

照

表

(

b

巴

呂
琵
S

訂
e

:
｡
r

C

岩
d

芹

p

ロ
【

胃
ひ

①

且

に

そ

の

起
源
が

あ

(

2 2
)

る
｡

こ

の

よ

う
に
､

流
動
性

配
列
法
は

も

と

も

と

会
社
の

流
動
性

の

表
示

を

目

的
と

し

た

も
の

で

あ
っ

.
た

わ

け

で

あ

る

か

ら
､

右
の

γ

♪

-

′

こ

ト

･

康
･

h

l

ト

巾

¢

し

.

一

斗

}

㌣

㌦

ア
■
㌣

一

γ

◆

鵬

.

針

山

軸



( 1 5 ) 商法 の 貸借 対照 表規定 と支 払 不 能破産 原 因

Y

→
-

甘

1

ム

鞄
′

メ

.
:

J

一

.
叫

こ

と

は

当
然
で

あ

る
｡

･

ド

イ

ツ

の

固
定

性
配

列
法
は
､

一

九

三
一

年
の

商
法
(

株

式

法
)

改
正
に

よ

っ

て

貸
借
対

照

表

(

及

び

損

益

計

算

看
)

の

区

分
･

配
列
規
定
が

誕
生

し

た

時
以

来
の

も
の

で

あ

る
｡

当

時
の

草

案
理

由
書
に

よ

れ

ば
､

か

か

る

貸
借
対

照

表
の

区

分
･

配
列
規
定

は
､

出

資
者
(

殊
主
)

へ

の

会
計
報
告
の

強
化
の

一

環
と

し
て

登

(

2 3
)

易
し
た

こ

と

が

明
ら

か

で

あ
る
｡

か

く
し

て
､

ド

イ

ツ

に

於
け
る

貸
借
対

照

表
区

分
･

配
列
規
定
は
､

元

来
､

債
権
者
へ

の

流
動

性

表
示
と

云

う
こ

と

を

主

目

的
と

し
て

ほ

い

な
か

っ

た
｡

そ

れ

故
､

(

2 4
)

早

く
か

ら

流
動
性

表
示
に

問
題
が

あ

る

こ
･
と
が

指
摘
さ

れ
､

一

九

六

五

年
新
株
式

法

(

の

草
案
理

由
書
)

で

も

流
動
性
表
示
の

為
の

(

2 5
)

改

善
が

強
調

さ

れ

て

い

る
｡

そ

れ

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

既

述
の

如

く

流
動
負
債
が

未
だ

に

独

立
区

分
と

な
っ

て

い

な
い

の

は
､

固

定

性
配
列
法
を

生

み

出
し

た

時
以

来
の
､

貸
借
対

照

表
区

分
･

配
列

規
定

に

於
け

る

出
資
者
志
向
の

基
盤
に

そ

の

原

因
が

あ

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

日

本

と
ド

イ

ツ

と

の

差

違
の

他
の
一

つ

は
､

流
動

資
産
､

特
に

棚
卸
資
産
の

低
価
主
義
評
価
の

厳
し
さ

の

違
い

で

あ

る
｡

既

述
の

よ

う
に
､

ド

イ

ツ

で

は

常
に

低
価
主

義
が

強
制

さ

れ

る

の

に

対

し

て
､

日

本
で

は

そ

れ

が

必

ず
し

も

強
制
さ

れ

て

い

る

と
は

云

え

な

Y

･
寸

､

い

一

軒
†

勺

.
｡

}

小

渕

‡

-

叶

い
｡

第
二

八

五

条
ノ

二

に

於
て
､

本

来
の

低
価
主

義
が

言

及
さ

れ

て

い

る

第
二

項
は
､

単
に

そ

の

通
用

を

｢

妨
ゲ

ズ
+

と

云

う

許
容

規
定
に

終
っ

て

お

り
､

他

方
､

文

末
が

｢

要
ス
+

で

終
る

強
制
規

定
の

第
一

項
の

後
段
は
､

時
価
が

原

価
よ

り

｢

著
シ

ク
+

下

落
し

た

時

は

｢

回

復
ス

ル

ト

認
メ

ラ

ル

ル

場
合
ヲ

除
ク

ノ

外
+

時
価
で

評

価
す
べ

し
と

云

う
も
の

で

あ

る
｡

従
っ

て
､

そ

れ

を

以
て

仮
に

低
価
主

義
と
云

う
こ

と

が

許
さ

れ

る

と

し

て

も
､

本
来
の

そ

れ

よ

り

も

原

価
主

義
に

近
い

低
価
主

義
と

云

わ

ざ

る

を

得
な
い
｡

と

云

う

わ

け
で
､

日

本
の

場
合
に
､

常
に

時

価
な
い

し

回

収

可

能
額
を

超
え
ざ

る

評
価
が

行

わ

れ

る

の

は
､

流

動
資
産
の

総
て

で

は

な

く
､

そ

の

中
の

金

銭

債
権
だ

け
で

あ

る
｡

少

な

く
と

も

棚
卸

資
産
に

つ

い

て

は
､

も
は

や

完
全
な

低
価
主

義
ほ

保
証
さ

れ

て

い

な
い
｡

即

ち
､

場
合
に

よ

っ

て

は
､

時
価

を

超
え
る

(

原

価
に

ょ

る
)

評
価
が

あ

り

得
る
｡

こ

れ

は

云
っ

て

み

れ

ば
､

流
動
資
産
に

於
け
る

時
価
以

下

主

義
の

軟
化
で

あ

る
｡

か

か

る

意
味
に

於
け
る

時
価
以

下

主

義
の

軟
化
は
､

ド

イ

ツ

で

は

固

定

資
産
に

見

ら
れ

る

だ

け

で

未
だ

流
動
資
産
に

は

及

ん

で

い

な
い

が
､

日

本
で

は

既
に

流
動

資
産
に

迄

及
ん

で

い

る
｡

こ

の

差

違
は
､

前
節
で

の

論
理
か

ら

す
れ

ば
､

次
の

よ

う
に

解
釈
さ

れ

る
｡

▲u
レ

即
ち
､

日

本
の

場
合
に

は
､

流
動
資

産
に

つ

い

て

も
､

も

ほ

や

そ

㌶
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の

絵
て

が

必

ず
し

も

弁
済
能
力
で

あ
る

と
は

観
ら

れ

て

い

な
い
｡

特
に

棚
卸
資
産
に

つ

い

て

そ

う
で

あ

る
｡

換
言
す

れ

ば
､

固
定

資

産
は

勿
論
､

更
に

棚
卸
資
産
に

つ

い

て

も
､

少
な

く

と

も

直
ち
に

債
務
弁
済
の

為
に

換
価
す
る

こ

と

は

必

ず
し

も
予

定
し

て

い

な
い
｡

従
っ

て
､

そ

こ

で

ほ
､

も

は

や

単
に

解
散
し
な
い

と

云

う
意

味
で

の

会
社
の

存
続
で

は

な

く
､

営
業
活

動
の

存
続
を

も

前
提
(

と

し

た

支
払
不

能
の

危
険
の

有
無
の

判
定

を

問
題
)

と

し
て

い

る
､

と

考
え

ら
れ

る
｡

な
ぜ

な

ら
､

営
業
活

動
の

存
続
に

は
､

固
定

資
産

の

他
に
､

少
な

く

と

も
一

定

量
の

棚
卸
資
産
が

必

要
で

あ
る

か

ら

で

あ
る
｡

か

か

る

解
釈
を
､

商
法
の

他
の

規
定
に

よ
っ

て

裏
付

け
る

こ

と

は

困

難
で

あ

る

が
､

し
か

し

我

国
に

於
け
る

会
社

更
生

法
(

昭

和

二

七

年
制
定
)

の

存
在
は
､

そ

れ

を

傍
証
し

て

尚
余
り

あ
る

と

思

わ

れ

る
｡

即
ち
､

会
社

更
生

法
は
｢

｢

窮
境
に

あ

る

が

再
建
の

見

込
の

あ
る

株
式
会
社
に

つ

い

て
､

債
権
者
､

株
主
そ

の

他
切

利
害

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

関
係
人
の

利
害
を

調

整
し
っ

つ
､

そ
の

事
業
の

維
持

更
生

を

図
る

こ

と

を

目

的
と

す
る
+

(

第
一

条
､

傍
点

-
-
安

藤
)

も

の

で

あ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

り
､

従
っ

て

更
生

手

続
の

開
始
は
､

｢

事
業
の

継
続
に

著
し

い

支

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

障
を

き

た

す
こ

と

な

く

弁
済
期
に

あ

る

債
務
を

弁
済
す
る

こ

と

が

で

き
な
い

と

き
+

(

第
三

〇

条
､

傍
点

-
安
藤
)

に

既

に

可

能

｢

㍉

崎

′

.

ト

べ

印
h

も

←

心

中

.

な
の

で

あ

る
｡

そ
こ

で

は
､

事
業
の

継

続
を

前
提
と

し
た

支
払
不

切

能
が

問
題
な
の

で

あ

り
､

こ

れ

は

ま

さ

に

右
の

解
釈
通
り

で

あ

る
｡

尚
､

我

国
の

会
社

更
生

法
は

ア

メ

リ

カ

法
を

継
受
し
た

も

の

で

あ

り
､

ド

イ

ツ

に

ほ

未
だ

か

か

る

制
度
ほ

存
在
し

な
い

よ

う
で

あ

(

2 6
)

る
｡(

2 0
)

上
田
･

吉
田
･

味
村
､

株
式

会

社

の

計
算
(

新
商
法

解

説
)
､

中
央

経

済
社
､

昭

和
三

八

年
､

四

六

頁
｡

(

2 1
)

上

田

明

膚
､

改
正

会
社

法
と

計
算
規

則
､

商
事

法
務

研

究

会
､

昭

和
三

九

年
､

一

八

八

頁
｡

(

2 2
)

戸
A
,

句
○

已
打
e
-

ロ
+

賢
t

訂
巴

句

F
甲
ロ

2 .

巴

S
t

p
t

e

ヨ
e

已

A
ロ

?

-

笥
i

ヂ

N

邑
e

戸
-

岩
①

宅

ぺ
O
r

好

一

九
五

〇

年
､

一

二

頁
～
ニ

ー

頁
｡

ナ

芦

己
y
e

ご

句

ど
P

ロ
C

訂
-

∽
t

p
t

O

m
①

n
t

A
ロ

巴
づ
W

i

切
､

N

已
e
(

r

Z
e

弓

A
乳
P
ロ

E

巴
t
i

O

n
.

T
O

打

y
〇

一

九

六

〇

年
､

六

頁
～
一

一

頁

参

照
｡

(

2 3
)

E
n
t

弓

弓
{

e

F
e

s

G
e
s

e
t

誌
切

望
U

e
【

A
打
t
-

①

n

g
e

蒜
-
-

胃

訂
拝
e

ロ

亡

ロ
d

只
O

m
m
p

ロ
d
-

t

叩
0

冨
-

-

s

の

F

已
t

e

ロ

p

已

A
粁
t
i

e

ロ
.

班
e

ユ
ー

ロ

一

九

三

〇

年
､

九

五

頁
､

一

一

三

頁
(

邦

訳
､

司

法

省
調

査

課
､

司

法

資

料

第
二

二

二

号
､

昭

和
一

一

年
､

一

五

〇

頁
､

一

八

八

頁
)

参
照
｡

(

2 4
)

A
d
-

e

r

占
守
ど
g
･

S
c

F

m
巴
t

N

前
掲

香
､

.
初
版
､

一

九
三

八

年
､

一

九

九

頁
参
照
｡

(

2 5
)

甲

只

岩
p

托

前
掲
書
､

二

二

五

頁
､

二

三

〇

頁
(

前
掲
訳

書
､

二

六

〇

頁
､

二

六

七

頁
)

参
照
｡

(

2 6
)

於
田
､

前
掲
書
､

一

頁
-

八

頁
｡

小

島
昌
太

郎
､

此

故
株

式

金

一

r

〆

-

}

撫
ぜ

P

.

ナ

†
峠

.

せ

叫

巾



( 17 ) 商法 の貸借 対 照表規定 と支 払不 能破 産尿 因

1

†

､

イ

鈎
′

メ

1

J

叫

叫

､

1

､

Y

､

い

ゼ
｡

1

一

斗

レ

オ

社

形
態

論
､

有
斐
閣
､

昭

和
三

三

年
､

三

四

三

頁
-

ユ
ニ

四
五

貞

参
照
｡

尚
､

枚

田
二

郎

博
士

(

前
掲
書
､

六

責
モ

八

頁
)

は
､

株
式

会
社

の

計

算
規
定
に

於
け
る

ド

イ

ツ

(

財
産

計

算

中

心
)

と

ア

メ

リ

カ

(

損
益

計

算
中

心
)

の

遠
い

と
､

倒
産

法
に

於

け

る

ド

イ

ツ

(

破

産

法
)

と
ア

メ

ワ

カ

(

会

社
更

生

法
)

の

遠
い

と

の

関

連
を

認

識
し
て

い

る
｡

論
理

展
開
に

つ

い

て

は

と

も
か

く
､

計

算
規
定

と

倒
産
法

と

の

関

連
を

認

識
す
る

点
ほ
､

私

記
と

共

通
し

て

い

る
｡

七

結

日

本
を

中

心
に

結
論
を

述
べ

れ

ば
､

次
の

通

り
で

あ
る
｡

現

行

商
法
及

び

計

算
書

類
規
則
に

於
け
る

貸
借
対

照

表
規
定
に

は
､

支

払
不

能
破

産
原
因
の

影
響
が

認
め

ら

れ

る
｡

即

ち
､

資
産
及

び

負

債
に

於

け
る

流
動
･

固
定
の

区

分

規
定
､

流
動
資
産
の

低
価
主

義

評

価
規
定
､

更
に

は

流
動
性
配
列
法
を

予

定

し
た

規
定
の

仕
方

は
､

支
払
不

能
破

産
原
因
の

影
響
で

あ
る
｡

こ

れ

ら
の

規
定

は
､

貸
借

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

対

照
表
を

し
て
､

一
ノ
そ

の

会
社
の

存
続
を

前
提
と

し
た

支

払
不

能
の

ヽ

ヽ

-

危
険
の

有
無
(

寒
度
)

の

判

定

手

段
た

ら

し
め

よ

う
と

し

た

結
果

で

あ
る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

会
社
の

存
続
を

前
提
と

し
て

い

る

こ

と

は
､

債
務
に

対

す
る

弁

済
能
力
と

し

て
､

全

資
産
で

は

な

く
､

一

応
流
動
資
産
だ

け
を

観

て

い

る

こ

と
か

ら

判
る
｡

そ

の

易
合
で

も
､

日

本
で

ほ
､

流
動
資

産
に

つ

い

て

も
､

特
に

棚
卸
資
産
に

つ

い

て

厳
格
な

低
価
主
義
で

は

な
い

所
か

ら
､

単
な

る

会
社
の

存
続
で

ほ

な

く
､

更
に

営
業
活

動
の

存

続
迄
も

前
提
に

し
て

い

る

と

解
釈
さ

れ

た
｡

そ

し
て
､

こ

れ

ら
の

解
釈
は
､

会
社
の

整
理

規
定
及

び

会
社

更
生

法
の

存
在
､

及
び

そ

の

中
の

特
に

整
理
･

更
生
の

開
始
原
因
規
定
に

よ
っ

て

嘉

(

2 7
)

付

け
ら

れ

た
｡

貸
借
対

照

表
に

よ

る

判
定
が
､

支
払
不

能
の

有
無
で

は

な

く
､

ヽ

ヽ

単
に

そ

の

危
険
の

有
無
(

程

度
)

に

止
っ

て

い

る

の

は
､

支
払
不

能
破

産
原

因
と

貸
借
矧

照

表
の

結
び

付
き

に

限

界
が

あ
る

か

ら
に

他

な
ら

な
い
｡

換
言

す

れ

ば
､

貸
借
対

照

表
に

ょ
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